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　６　応急手当の意義と基本


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①応急手当の意義
□けが人や病人が出た場合、その場に居合わせた人は、傷病者の状態と周囲の状況を
（　　　　）し、適切な（　　　　）や通報をする必要があります。この手当を
（　　　　　　）といいます。
②心肺蘇生法の基本
□傷病者を発見した場合は、まず、（　　　　）で十分に応急手当が行える場所かなどを確
　認し、必要があれば（　　　　）します。傷病者に近づけない場合は、直ちに
（　　　　）をします。
□傷病者に近づけたら、（　　　　）の確認をします。反応がないか判断に迷う場合は、助けを求め、通報をし、（　　　　　　）を行います。この場合は、まず（　　　　　　）を行います。近くに（　　　　　）がある場合は、それを用いた手当を行います。
③きずの手当の基本
□きずの手当の基本は、①（　　　　）を止める　②（　　　　）感染を防ぐ
③（　　　　）を和らげることです。
□出血が多い場合には、直ちに（　　　　）が必要です。
　止血法の基本は、（　　　　　　　　　）です。
□骨折が疑われる場合は、患部を動かさないよう（　　　　）をする必要があります。
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